
生
徒
会
誕
生 

 
 

 
 

 
 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
教
育
改
革
と
学
校
現
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
立
川
崎
高
等
学
校 

 

白 

川 

重 

敏 

 

は
じ
め
に 

 

終

戦

直

後

、

連

合

国

軍

最

高

司

令

官

総

司

令

部

（

「

G
e
n

e
ra

l 

H
e
a
d

q
u

a
rte

rs/S
u

p
re

m
e

 C
o

m
m

a
n

d
e
r fo

r th
e
 A

llie
d

 P
o

w
e
rs

」
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ 

以
下
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
略
称
）
は
五
大
改
革
の
一
環
で
あ
る
教
育
の
民
主
化
を

徹
底
さ
せ
る
た
め
に
教
育
改
革
を
実
行
す
る
よ
う
指
令
を
出
し
た
。
教
育
方
針

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
中
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
：C

iv
il 

In
fo

rm
a

tio
n

 
&

 

E
d

u
c
a
tio

n
a

l S
e
c

tio
n

）
で
矯
正
さ
せ
、
教
育
基
本
法
を
制
定
し
、
六
・
三
・
三
・

四
制
を
新
設
し
、
教
育
勅
語
を
廃
止
さ
せ
た
。
そ
し
て
教
育
改
革
が
滞
り
な
く

実
践
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
学
校
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

学
校
視
察
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
第
八
軍
配
下
の
神
奈
川
軍
政
部
民
間
教
育
課
民
間
教

育
担
当
官
が
実
施
し
た
が
、
各
学
校
は
視
察
を
行
う
民
間
教
育
担
当
官
と
の
緊

張
し
た
や
り
と
り
の
中
で
個
々
の
改
革
が
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
「
生
徒

会
」
の
設
置
で
あ
っ
た
。 

 

本
稿
は
今
か
ら
六
〇
年
前
、
生
徒
会
誕
生
を
め
ぐ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
対

し
当
時
の
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変

遷
し
た
の
か
を
、
神
奈
川
県
内
を
中
心
に
各
学
校
に
残
る
周
年
誌
を
参
考
に
し

な
が
ら
比
較
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

一 

生
徒
会
誕
生
以
前 

 

生
徒
会
誕
生
以
前
の
日
本
に
お
い
て
、
学
校
生
活
の
充
実
や
改
善
向
上
を
は

か
る
活
動
、
課
外
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
団
体
は
、
学
友
会
や
校
友
会

と
称
し
て
存
在
し
て
い
た
。
旧
制
中
学
・
高
等
女
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
組

織
・
構
成
員
は
学
校
の
教
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

校
友
会
は
生
徒
組
織
の
も
の
と
は
別
に
教
員
組
織
の
も
の
も
あ
っ
た
。
教
員

の
校
友
会
は
、
す
べ
て
の
校
務
分
掌
の
集
合
体
で
あ
り
、
学
校
運
営
の
中
心
的

組
織
で
、
そ
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
全
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
組
織
も
戦
争
激
化
の
状
況
と
な
っ
た
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
は
、
学

校
報
国
団
と
改
称
し
、
戦
争
末
期
に
な
る
に
つ
れ
て
そ
れ
ま
で
の
学
友
会
や
校

友
会
の
代
わ
り
果
た
し
た
。
戦
争
末
期
に
は
学
徒
動
員
は
強
化
さ
れ
、
学
校
報

国
団
は
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。 

  

二 

終
戦
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令 

 

終
戦
を
迎
え
、
学
校
報
国
団
は
解
散
し
以
前
の
校
友
会
に
戻
っ
た
が
、
校
友

会
組
織
の
内
容
は
戦
前
か
ら
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。 

 
 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル

管
理
政
策
」
を
指
令
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
教
育
に
関
す
る
四
大
指
令
」
（
禁
止

措
置
）
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
軍
国
主
義
、
超
国
家
主
義
的
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー

の
普
及
禁
止
、
軍
事
教
育
の
廃
止
、
自
由
主
義
的
教
師
の
学
園
復
帰
な
ど
を
示
し

て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
四
五
年
末
ま
で
に
、
「
四
大
指
令
」
に
よ
っ
て
日
本
教
育

の
管
理
の
骨
組
み
が
で
き
る
と
、
今
後
は
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
手
を
つ
け
始

め
、
消
極
的
禁
止
か
ら
積
極
的
指
導
へ
と
転
じ
始
め
た
。
こ
れ
ら
を
直
接
担
当

し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
八
軍
で
、
同
司
令
部
は
教
育
改
革
が
滞
り
な
く
実

践
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
一
九
四
六
年
二
月
一
三
日
に
施

行
命
令
「
日
本
の
教
育
施
設
に
対
す
る
視
察
の
件
」
（
学
校
視
察
施
行
命
令
）

と
し
て
管
下
部
隊
に
発
令
し
、
学
校
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。 



 

神
奈
川
県
の
学
校
視
察
は
神
奈
川
軍
政
部
民
間
教
育
課
が
中
心
と
な
っ
て
実

施
し
た
。
各
学
校
に
は
民
間
教
育
担
当
官
が
視
察
に
訪
れ
、
緊
張
し
た
関
係
の

中
で
具
体
的
な
個
々
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。 

 

神
奈
川
軍
政
部
に
お
い
て
当
初
民
間
教
育
課
長
に
就
任
し
た
の
は
ベ
イ
カ
ー

（R
.
V
.
B
a
k
e
r
 

’4
6
.
7

～
’4

6
.
1
1

）
で
、
四
六
年
七
月
に
着
任
し
た
。
彼
は

伝
統
や
慣
行
に
対
し
比
較
的
柔
軟
な
対
応
を
示
し
、
日
本
側
関
係
者
と
の
摩
擦

を
避
け
て
、
斬
新
的
に
改
革
を
推
し
進
め
る
方
針
を
と
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
任
に
就
任
し
た
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉
（R

.
P
.
M
c
M
a
n
u
s
 

’4
6
.
1
1

～
’

4
9
.
1
1

）
は
権
力
的
な
肌
合
い
の
人
物
で
、
指
導
は
峻
烈
を
極
め
、
教
育
改
革
こ

そ
日
本
が
民
主
国
家
・
文
化
国
家
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の
礎
で
あ
り
、
幾
多

の
困
難
が
あ
っ
て
も
、
最
優
先
の
政
策
課
題
と
し
て
徹
底
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
の
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
彼
の
視
察
は
随
時
ジ
ー
プ
で
学
校
に
乗
り

付
け
、
厳
し
い
忠
告
を
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
旋
風
」
と
呼

ば
れ
、
恐
れ
ら
れ
た
。 

 

学
校
視
察
に
つ
い
て
、
各
学
校 

で
は
応
対
に
非
常
に
気
を
配
っ
て 

お
り
、
県
も
教
育
部
長
名
で
次
の 

よ
う
に
学
校
視
察
に
際
し
て
は
細 

心
の
配
慮
を
す
る
よ
う
に
各
学
校 

に
通
達
を
出
し
て
い
る
。 

  
 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
部
長 

 
 

三 

市 

長 

 
 

地
方
事
務
所
長 

 

殿 

 
 

中
等
学
校
長 

 
 

軍
政
部
視
察
掛
官
に
対
す
る
応
接
に
つ
い
て 

軍
政
部
掛
官
の
学
校
視
察
に
際
し
て
は
、
種
々
細
心
の
ご
配
慮
を
以
て
応 

 

接
の
こ
と
と
思
ふ
が
、
先
般
某
校
巡
視
の
際
に
掛
官
を
三
十
分
も
廊
下
に 

 

待
た
せ
置
く
等
の
礼
を
失
す
る
事
件
な
ど
も
あ
り
、
今
後
軍
政
部
掛
官
に 

 

は
誰
人
た
る
を
問
は
ず
礼
を
缺
く
こ
と
の
な
い
様
に
取
り
計
は
れ
た
く
、 

 

念
の
た
め
通
知
す
る
。
特
に
学
校
長
・
教
頭
不
在
の
場
合
に
は
次
席
者
が
責
任

を
以
て
遺
憾
措
置
な
き
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。 

尚
参
考
の
た
め
軍
政
部
民
間
情
報
教
育
課
の
掛
官
氏
名
主
要
職
掌
は
左
記 

 

の
通
り
で
あ
る
か
ら
御
含
み
置
き
願
い
た
い
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 
 

マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
氏 

 

課 

長 
 

 

 

ク
ル
ッ
ク
氏 

 
 

 

小
学
校
掛
官 

 
 

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
女
史 

高
等
女
学
校
掛
官 

 
 

 

田
中
氏 

 
 

 
 

 

中
等
学
校
掛
官 

 
 

小
川
女
史 

 
 

 
 

新
制
中
学
校
掛
官 

備
考 

 
 

軍
政
部
の
用
務
を
も
っ
て
日
本
人
通
訳
が
来
校
す
る
際
も
同
様
に
考
へ 

 

ら
れ
た
い
。 

 
 
 

 
 

（
『
連
合
軍
通
牒
綴 

第
二
冊
』
神
奈
川
県
立
上
溝
高
等
学
校
所
蔵
文
書
） 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
民
主
主
義
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
教
育
現
場
に
も
生
徒
に
よ
っ
て

民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
自
治
組
織
が
必
要
と
考
え
、
学
校
視
察
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
の
一
つ
に
「
生
徒
自
治
会
」
の
有
無
を
掲
げ
て
い
た
。
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉

は
視
察
に
訪
れ
る
と
生
徒
自
治
組
織
の
存
在
を
尋
ね
た
よ
う
で
、
従
来
の
「
校

友
会
」
の
組
織
し
か
な
か
っ
た
学
校
現
場
に
と
っ
て
、
よ
り
生
徒
の
力
が
強
い

も
の
と
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
も
の
の
、
実
態
と
し
て
は
な
か
な
か
認
識
で
き
な

 

 

 

マックマナス大尉（県立平

沼高等学校『創立百周年記

念誌＜学校編＞』より）  



か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉
の
指
示
こ
そ
、
神
奈

川
県
で
の
生
徒
会
の
誕
生
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

三 

生
徒
会
誕
生
と
学
校
現
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
下
の
各
学
校
に
お
け
る
”
そ
の
時
”  

 

 

神
奈
川
県
内
の
戦
前
か
ら
あ
る
県
立
高
校
に
残
さ
れ
て
い
る
周
年
誌
か
ら
生

徒
会
誕
生
の
”
そ
の
時
”
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
校
に

よ
っ
て
そ
の
時
の
対
応
に
格
差
が
あ
る
こ
と
が
周
年
誌
の
中
か
ら
読
み
取
れ

る
。
ま
ず
は
横
浜
平
沼
高
校
と
上
溝
高
校
、
そ
れ
に
希
望
ヶ
丘
高
校
と
緑
が
丘

高
校
の
周
年
誌
を
比
較
し
て
も
ら
い
た
い
。
当
時
は
「
高
等
女
学
校
」
と
「
中

学
校
」
で
あ
る
。
周
年
誌
の
編
集
の
仕
方
も
あ
る
が
「
男
子
校
」
と
「
女
子
校
」

の
違
い
も
比
較
で
き
る
と
思
う
。 

「 

横
浜
平
沼
高
校
」 

（
前
略
）
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
、
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
は
本
校
を
訪
れ
る
と

「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
は
あ
る
か
。
」
と
尋
ね
る
。
そ
れ
は
従
来
の

「
校
友
会
」
の
よ
う
な
組
織
に
比
べ
て
、
よ
り
生
徒
の
力
の
強
い
も
の
を
意
味

し
て
い
た
。 

 

同
年
、
役
員
選
挙
を
経
て
発
足
し
た
組
織
は
「
生
徒
自
治
会
」
と
名
付
け
ら

れ
（
後
に
「
生
徒
会
」
と
改
称
）
県
下
の
女
子
校
の
連
合
会
の
ま
と
め
役
も
つ

と
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
一
月
二
〇
日
、
市
民
の
日
と
称
し
て
本
物
の
市
議
会

場
で
行
な
わ
れ
た
男
女
中
等
学
校
の
「
模
擬
市
議
会
」
で
は
、
本
校
の
生
徒
が

主
た
る
役
ど
こ
ろ
を
演
じ
た
。
物
怖
じ
せ
ず
て
き
ぱ
き
と
し
た
「
横
浜
第
一
高

女
」
の
生
徒
は
、
選
挙
の
結
果
多
数
選
ば
れ
役
付
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・

（
後
略
）
・
・
・ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
創
立
百
周
年
記
念
誌
〈
学
校
編
〉
』
よ
り
） 

「 

上
溝
高
校
」 

 

昭
和
二
二
年
、
軍
政
部
は
民
主
主
義
教
育
の
実
践
を
期
す
た
め
、
県
下
中
学

校
、
女
学
校
生
徒
の
連
合
自
治
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
第
一
回
の
会
合
が
県
立

第
一
高
女
（
平
沼
高
校
）
で
行
わ
れ
た
。
各
校
か
ら
生
徒
代
表
が
参
集
、
軍
政

部
教
育
係
官
と
顧
問
の
先
生
が
列
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
生
徒
自
治
会
を

発
足
さ
せ
る
よ
う
、
指
示
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
市
民
の
日
」
と
称
し
て
、

各
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
に
よ
り
、
模
擬
市
会
を
実
施
、
民
主
的
政
治
の
仕

組
み
や
選
挙
の
方
法
な
ど
を
実
際
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
。
上
溝
高
女
で
は
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
と
同
じ
よ
う
に
、
選
挙
委
員
会
を
作
り
、
候
補
者

を
進
歩
党
と
保
守
党
に
分
け
、
演
説
会
と
投
票
を
行
っ
て
、
３
名
を
選
出
、
市

会
に
送
っ
た
。
…
（
中
略
）
…
し
か
し
連
合
自
治
会
は
中
央
集
権
的
と
い
う
批

判
が
あ
り
、
翌
二
三
年
に
解
散
、
連
絡
校
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
置
く
の
み
と
な

っ
た
。 

 

当
時
軍
政
部
の
通
達
（S

u
g

g
e
ste

d
 A

c
tiv

itie
s O

f S
tu

d
e
n

t G
o

v
e
rn

m
e
n

t

）
の

中
に
生
徒
会
の
目
的
と
し
て
「
生
徒
会
は
生
徒
に
民
主
主
義
と
自
治
を
実
践
す

る
機
会
を
与
え
る
」
と
あ
る
。
終
戦
ま
で
生
徒
自
治
な
ど
全
く
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
土
壌
に
軍
政
部
の
手
に
よ
っ
て
民
主
主
義
教
育
の
種
は
蒔
か
れ
、
生
徒
達

の
若
い
力
は
新
し
い
土
壌
の
上
に
順
調
に
育
て
言
っ
た
。
…
（
後
略
）
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
光
陰 

上
溝
高
等
学
校 

周
年
史
』
よ
り
） 

 

「 

希
望
ヶ
丘
高
校
」 

昭
和
二
一
年
一
二
月
二
三
日 

 

本
県
教
育
担
当
官
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉
主
催
の
県
下
中
等
学
校
自
治
懇
談
会 

が
開
か
れ
、
本
校
代
表
も
出
席 

昭
和
二
二
年
一
月
一
四
日 

80 



 

神
中
自
治
会
発
足 

 

前
年
一
〇
月
ご
ろ
先
生
よ
り
自
治
会
を
つ
く
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
話
を
う
け
、
五
年
生
が
準
備
委
員
会
を
開
く
。
そ
の
後
五
年
生
は
受
験 

準

備
の
た
め
、
四
年
生
の
手
に
移
り
、
四
年
の
級
長
の
意
見
の
一
致
を
み
て
、 

こ

の
日
全
校
生
徒
に
自
治
会
の
設
置
を
告
げ
、
構
成
な
ど
を
発
表
。 

 
 

 
 

 

（
『
神
中
・
神
高
・
希
望
ヶ
丘
高 

周
年
記
念
誌
』
年
表
よ
り
） 

「 

緑
が
丘
高
校
」 

昭
和
二
二
年
一
月
二
四
日 

 

神
奈
川
県
中
等
学
校
生
徒
自
治
会
連
合
会 

第
一
次
総
会
、
午
後
一
：
三
〇 

 

横
浜
市
中
区
馬
車
道 

米
軍
第
二
港
湾
部
隊 

第
一
礼
拝
室 

 

県
下
三
八
校
の
代
表 

約
一
二
〇
名 

 

（
『
横
浜
三
中
・
三
高
・
緑
高 

年
史
』
『
神
奈
川
新
聞
』
昭
和
二
二
年
一

月
二
五
日
よ
り
） 

  

こ
の
４
つ
の
史
料
か
ら
次
の
よ
う
な
経
過
で
「
生
徒
自
治
会
」
が
誕
生
し
て

い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
ず
、
時
系
列
的
に
見
れ
ば
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月
二
三
日
に
、

県
内
中
学
校
に
対
し
て
「
中
等
学
校
自
治
懇
談
会
」
を
開
催
す
る
旨
を
通
知
し
、

各
学
校
の
生
徒
・
教
員
関
係
者
を
集
め
て
生
徒
自
治
会
を
準
備
す
る
よ
う
に
説

明
会
を
開
い
た
。
神
奈
川
中
学
（
希
望
ヶ
丘
高
校
）
で
は
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉

が
招
集
す
る
二
ヶ
月
前
の
一
〇
月
に
、
す
で
に
先
生
よ
り
生
徒
に
提
案
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
翌
年
一
月
一
四
日
に
自
治
会
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
か
な

り
早
い
ほ
う
の
生
徒
自
治
会
誕
生
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
で
に
学

校
視
察
な
ど
を
通
し
て
生
徒
自
治
会
の
設
立
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
っ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
月
二
四
日
に
横
浜
中

区
馬
車
道
通
の
「
米
軍
第
二
港
湾
部
の
第
一
礼
拝
所
」
で
参
加
者
県
下
三
八
校

約
一
二
〇
名
を
集
め
て
第
一
次
総
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

 

高
等
女
学
校
に
は
中
学
よ
り
遅
く
、
一
九
四
七
年
九
月
三
日
に
「
連
合
自
治

会
」
が
第
一
高
女
で
開
催
さ
れ
、
各
学
校
で
生
徒
自
治
会
を
設
立
す
る
よ
う
に

指
導
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
県
下
中
学
校
関
係
者
も
招
集
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。 

 

県
立
上
溝
高
等
学
校
に
は
、
「
連
合
自
治
会
」
発
足
に
係
わ
る
県
か
ら
の
通

達
が
あ
る
。 

 
 
 

 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
部
長 

 
 
 

 

各
中
等
学
校
長
殿 

 
 

 
 

 

連
合
軍
主
催
生
徒
自
治
会
関
係
の
先
生
の
会
に
つ
い
て 

 
 
 

標
記
の
件
に
つ
い
て
東
京
神
奈
川
軍
政
部
教
育
部
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉
の 

 

要
請
に
よ
り
、
左
記
要
項
に
り
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、 

 

部
下
職
員
を
し
て
必
ず
参
集
せ
し
め
ら
れ
た
い
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

 
 
 

 
 

一
、
主 

催 

東
京
神
奈
川
軍
政
部
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大
尉 

 
 
 

 
 

一
、
日 

時 

九
月
二
日 

午
前
十
時
よ
り 

 
 
 

 
 

一
、
場 

所 
 

神
奈
川
県
立
横
浜
第
一
高
等
女
学
校 

 
 
 

 
 

一
、
参
加
者 

各
校
よ
り
社
会
科
担
当
の
教
師
一
名 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

生
徒
自
治
会
の
顧
問
教
師
一
名 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

計 

二
名 

 
 

（
『
連
合
軍
通
牒
綴 

第
二
号
』
神
奈
川
県
立
上
溝
高
等
学
校
所
蔵
文
書
） 

  

こ
の
通
達
は
早
く
も
翌
日
に
日
時
変
更
の
訂
正
版
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。 
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昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
部
長 

 
 
 

 
 

各
中
等
学
校
長
殿 

 
 
 

 
 

 
 

連
合
軍
主
催
生
徒
自
治
会
関
係
先
生
の
会
に
つ
い
て 

 
 
 

 

標
記
の
件
に
つ
い
て
通
牒
し
た
が
、
東
京
神
奈
川
軍
政
部
教
育
部
の
都 

 

合
に
よ
り
日
時
が
九
月
三
日
に
変
更
に
な
っ
た
か
ら
通
知
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
『
連
合
軍
通
牒
綴 
第
二
号
』
神
奈
川
県
立
上
溝
高
等
学
校
所
蔵
文
書
） 

   

こ
の
史
料
に
よ
り
、
軍
政
部
か
ら
生
徒
自
治
会
に
関
す
る
講
演
会
が
一
九
四

七
年
九
月
三
日
に
、
第
一
高
等
女
学
校
（
現
横
浜
平
沼
高
校
）
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
社
会
科
と
生
徒
会
顧
問
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
出
席
す
る
よ
う

に
通
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
合
に
は
県
立
川
崎
中
学
（
現
県
立
川
崎
高
校
）

の
教
務
日
誌
に
も
職
員
が
第
一
高
女
へ
出
張
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

次
の
史
料
は
、
そ
の
時
の
教
務
日
誌
で
あ
る
。
な
お
テ
ー
マ
と
は
関
係
な
い

が
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
係
わ
る
記
述
も
あ
り
。
大
変
興
味
深
い
。 

 
 
 

昭
和
二
二
年 

 
 
 

一
月
三
十
一
日
（
金
） 

 
 
 

 

一
、
ス
ト(

二
月
一
日)
 

突
入
ら
れ
た
場
合
ヲ
考
慮
し
て
、
生
徒
通
学 

法
等
ヲ
朝
礼
時
話
ス 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

…
（
中
略
）
… 

 
 
 

四
月
十
九
日
（
土
） 

 
 
 

 
 

校
友
会
委
員
報
告 

 
 
 

 
 

生
徒
自
治
会
発
会 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

…
（
中
略
… 

 
 
 

四
月
二
十
六
日
（
土
） 

 
 
 

 
 

生
徒
自
治
連
合
会 

第
二
回
総
会
出
席
者 

 
 

 
 

 

五
年 

土
井
鉄
郎 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

…
（
中
略
）
… 

 
 
 

九
月
二
日
（
火
） 

 
 
 

 
 

自
治
会
委
員
会
発
表 

 
 
 

九
月
三
日
（
水
） 

 
 
 

 
 

出
張 

古
澤 

服
長
（
第
一
高
女
） 

 
 
 

 
 

 
 

 

…
（
後
略
）
… 

 
 

（
『
教
務
日
誌 

昭
和
二
二
年
』
神
奈
川
県
立
川
崎
高
等
学
校
所
蔵
文
書
）   

 

神
奈
川
県
内
の
他
の
学
校
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
、
次
の
各
校
周
年
誌
を
参

考
に
比
較
し
て
欲
し
い
。
生
徒
自
治
会
誕
生
時
の
各
学
校
の
対
応
が
分
か
る
。 

「 

横
浜
翠
嵐
高
校
」 

 

翠
嵐
の
生
徒
会
の
歴
史
は
、
終
戦
直
後
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

当
時
「
教
育
の
民
主
化
」
と
い
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
の
一
環
と
し
て
、
県
下
の

中
等
学
校
に
生
徒
自
治
会
創
設
の
勧
告
が
、
地
方
教
育
課
長
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
大

尉
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。
二
中
か
ら
は
、
弁
論
部
（
昭
和
二
三
年
度
以
降
社
会

部
）
の
三
浦
隆
ら
が
、
同
大
尉
の
招
請
を
受
け
、
自
治
会
づ
く
り
に
奔
走
す
る

こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
二
一
年
に
二
中
自
治
会
が
誕
生
。
当
初
、
自
治
会
の

役
員
は
三
、
四
年
生
徒
の
学
年
別
投
票
で
選
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
の
ち
に

戦
時
中
ま
で
教
師
が
決
め
て
い
た
級
長
が
選
挙
に
よ
る
自
治
委
員
に
発
展
解
消

し
た
こ
と
で
、
こ
の
自
治
委
員
の
中
か
ら
自
治
会
の
代
表
者
が
選
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
頃
は
、
戦
後
の
混
乱
期
で
あ
り
、
ま
た
敗
戦
で
教
師
た
ち
は
自

信
喪
失
の
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
自
治
会
の
力
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
例
え



ば
、
職
員
会
議
に
同
席
し
て
自
治
会
へ
の
予
算
配
分
に
関
与
し
た
り
、
教
師
の

善
し
悪
し
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
校
内
に
掲
示
す
る
。
あ
る
い
は
、
二
中
の

教
師
も
参
加
を
予
定
し
て
い
た
「
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
」
（
二
二
年
）
の
反
対
決

議
を
行
う
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
「
自
治
会
の
時
間
」
が
、
毎
日
の

朝
礼
や
自
習
時
間
の
と
き
に
あ
り
、
自
治
会
代
表
者
ら
が
盛
ん
に
演
説
を
ぶ
っ

て
い
た
。
…
（
後
略
）
… 

 
 

 
 

 
 

（
「
翠
嵐
時
報
縮
刷
版
」
創
立 

周
年
記
念
『
翠
嵐
』
よ
り
） 

「 

厚
木
高
校
」 

 

生
徒
会
の
正
式
な
発
足
を
跡
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
般
に
は
戦

前
は
「
校
友
会
」
を
名
乗
り
、
生
徒
の
自
治
的
な
活
動
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
戦
後
、
「
新
制
中
学
校
・
新
制
高
等
学
校
望
ま
し
い
運

営
の
方
針
」
（
昭 

、
文
部
省
）
に
よ
り
教
育
課
程
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ

る
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
度
教
務
日
誌
に
「
第
五
時
限
自
治
会
、
其
ノ

他
ニ
就
イ
テ
校
長
先
生
ヨ
リ
全
校
生
ニ
訓
話
」(

五
月
一
三
日)

の
記
事
あ
り
、

こ
の
「
自
治
会
」
は
生
徒
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
学
校
か
ら
新
組
織
の
整
備
を

働
き
掛
け
た
の
で
は
な
い
か
。
（
後
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
戸
陵
百
年
の
歩
み
（
歴
史
編
）
』
よ
り
） 

「 

川
崎
高
校
」 

 

戦
後
の
生
徒
自
治
会
は
”
進
駐
軍
の
落
と
し
子
”
と
一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
の
上
か
ら
の
指
導
で
つ
く
ら
れ
た
。
神
奈
川
県
で
は
、

二
一
年
十
二
月
二
三
日
に
県
下
中
学
校
”
自
治
懇
談
会
”
が
開
か
れ
準
備
を
す

す
め
た
上
で
、
翌
二
二
年
一
月
二
四
日
、
横
浜
市
中
区
馬
車
道
に
あ
っ
た
米
軍

の
第
二
港
湾
部
隊
第
一
礼
拝
堂
に
県
下
三
八
校
の
代
表
薬
百
二
〇
名
を
集
め

て
、
「
神
奈
川
県
中
等
学
校
自
治
連
合
会
第
一
次
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
川

中
か
ら
は
四
年
生
川
嶋
利
哉
、
土
井
鉄
郎(

 

回
生
）
が
出
席
し
た
。
そ
の
流
れ

に
沿
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
違
っ
た
経
緯
で
川
中
生
徒
自
治
会
は
誕
生
し
た
。 

 

話
は
三
月
末
の
退
学
措
置
に
戻
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
川
崎
高
女
同
居
に
備

え
て
”
素
行
の
悪
い
生
徒
を
追
い
出
し
た
”
と
す
る
噂
が
生
徒
の
間
に
広
が
り
、

特
に
硬
派
の
好
漢
、
応
援
団
山
下
巌
男
に
同
情
が
集
ま
っ
た
。
学
校
正
常
化
路

線
上
で
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
り
、
川
崎
高
女
の
同
居
と
は
直
接
結
び
つ
く
と
は

思
わ
れ
な
い
が
、
生
徒
た
ち
は
こ
の
点
を
捉
え
て
厳
し
い
学
校
批
判
を
展
開
し

た
。
こ
の
運
動
の
中
核
に
五
年
生
井
上
芳
治
・
田
尻
昭
夫
な
ど
が
い
て
、
こ
の

動
き
を
生
徒
の
自
治
組
織
を
創
設
す
る
方
向
に
誘
導
し
た
。
学
校
側
は
ー
米
軍

政
部
の
全
県
的
指
導
を
背
景
に
ー
昔
な
が
ら
の
「
訓
育
部
」
が
対
応
し
、
生
徒

自
治
会
結
成
を
歓
迎
し
制
度
化
を
援
助
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
四
日
付

『
職
員
会
議
録
』
は
、
古
澤
秀
雄
教
諭
報
告
「
訓
育
係
の
構
想
に
つ
い
て
」
を

記
録
し
て
い
る
が
、
”
生
徒
自
治
会
を
訓
育
係
が
育
く
み
指
導
す
る
、
自
治
会

の
内
容
・
組
織
は
生
徒
自
身
で
考
え
さ
せ
る
”
と
あ
る
。
他
に
は
特
に
構
想
と

い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、
「
学
級
の
自
治
会
」
「
学
校
の
自
治
会
」
「
校
外

の
自
治
会
」
の
文
字
が
並
ぶ
だ
け
で
、
「
学
校
の
自
治
会
」
に
つ
い
て
、
”
級

長
会
・
週
番
の
仕
事
を
抱
合
さ
せ
る
、
各
学
級
よ
り
委
員
三
名
位
選
出
し
運
営

の
任
に
当
た
ら
せ
る
”
と
カ
ッ
コ
書
き
さ
れ
て
い
る
。
見
て
わ
か
る
通
り
、
学

校
の
側
に
生
徒
の
真
に
自
治
的
な
組
織
を
つ
く
ら
せ
る
と
い
う
意
識
は
全
く
な

く
、
級
長
会
と
週
番
と
い
う
学
校
運
営
の
末
端
機
構
の
代
替
と
い
う
つ
も
り
で

あ
る
。
四
日
後
の
四
月
十
九
日
、
「
生
徒
自
治
会
」
発
会
を
『
教
務
日
誌
』
が

記
録
し
て
い
る
。
会
長
田
尻
昭
夫
、
副
会
長
井
上
喬
雄(

四
年
生)

。
こ
の
戦
後

最
初
の
川
中
自
治
会
の
成
立
の
経
緯
は
、
記
録
が
残
存
せ
ず
、
『
教
務
日
誌
』

『
職
員
会
議
録
』
は
何
も
語
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
間
僅
か
五
日
間

と
い
う
日
程
か
ら
考
え
て
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
推
定
す
る
。
四
月
五
日
付
で
各
組

毎
に
選
挙
さ
れ
九
日
付
で
校
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
級
長
を
、
そ
の
ま
ま
で
又
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は
形
ば
か
り
の
選
出
手
続
き
を
経
て
”
自
治
委
員
”
に
据
え
、
級
長
会
に
代
わ

る
”
自
治
委
員
会
”
を
構
成
し
、
自
治
委
員
会
の
推
薦
候
補
と
し
て
前
記
二
名

が
、
四
月
十
九
日
の
生
徒
集
会
で
承
認
さ
れ
た
。
…(

中
略)

 

… 

 

規
約
は
ー
”
そ
ん
な
も
の
は
な
か
っ
た
”
と
言
う
三
者
の
証
言
か
ら
推
察
し

て
ー
こ
の
段
階
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
機
構
は
、
生
徒
総
会
・
自
治
委
員
会

を
審
議
機
関
と
し
て
、
会
長
・
副
会
長
が
そ
の
執
行
に
当
た
る
、
と
い
う
程
度

の
簡
単
な
も
の
で
ー
形
式
は
整
わ
な
か
っ
た
が
、
内
容
の
充
実
し
た
い
き
い
き

と
し
た
「
生
徒
自
治
会
」
で
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は

別
に
あ
る
。
「
生
徒
自
治
会
」
の
創
立
と
併
行
し
て
、
「
校
友
会
」
各
部
の
部

員
募
集
と
役
員
選
出
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
二
十
二
年
度
役
員
が
四
月
十
八
日
に
選
挙
さ
れ
、
翌
十
九
日
に
は
役
員

の
報
告
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
生
徒
自
治
会
」
と
全
く
同
じ
日
程
で
あ
る
。

「
生
徒
自
治
会
」
と
「
校
友
会
」
総
務
が
重
な
り
合
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
戦
前
的
「
校
友
会
」
と
戦
後
的
「
自
治
会
」
の
平
和
共
存
の
在
り
方
を
、

「
校
友
会
」
的
自
治
会
と
呼
ん
で
お
く
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
神
奈
川
県
立
川
崎
中
学
校
・
高
等
学
校
六
十
年
史
』
よ
り
） 

「 

横
浜
立
野
高
校
」 

 

第
二
高
女
は
昭
和
二
二
年
、
県
立
戦
災
校
と
し
て
は
早
い
時
期
に
独
立
の
校

舎
が
落
成
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
一
年
遅
れ
の
十
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ

れ
た
。
（
中
略
）
同
時
に
、
こ
の
年
に
生
徒
自
治
会
が
設
立
さ
れ
選
挙
が
行
な

わ
れ
る
な
ど
生
徒
の
自
主
的
運
営
に
よ
る
活
動
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
始
め
た

の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
女
子
中
等
学
校
の
連
合
自

治
会
な
る
組
織
で
は
第
二
高
女
の
齋
藤
皆
子
さ
ん
（
旧
九
期
）
が
会
長
を
勤
め

た
り
、
模
擬
市
会
な
る
も
の
に
参
加
し
た
り
と
、
学
校
外
で
も
活
躍
が
目
立
っ

た
。 

 

昭
和
二
三
年
四
月
、
新
制
高
等
学
校
が
発
足
し
県
立
横
浜
第
二
高
等
女
学
校

は
県
立
横
浜
第
二
女
子
高
等
学
校
と
併
設
中
学
校
と
に
変
わ
っ
た
。
戦
後
民
主

主
義
教
育
の
始
ま
り
で
あ
る
。
連
合
自
治
会
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
引
な
占
領
政
策
に

振
り
回
さ
れ
た
形
で
一
年
足
ら
ず
で
消
滅
し
て
し
ま
う
が
、
校
内
の
生
徒
自
治

会
は
自
主
的
に
運
動
会
を
行
な
う
な
ど
着
実
に
力
を
つ
け
、
翌
二
四
年
六
月
に

は
生
徒
会
へ
と
発
展
し
て
今
日
に
至
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
立
野 

県
立
横
浜
立
野
高
等
学
校 

周
年
記
念
誌
』
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
、
生
徒
会
活
動
の
転
換 

 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
教
育
基
本
法
制
定
及
び
学
校
教
育
法
公
布
、

そ
れ
に
と
も
な
う
六
・
三
・
三
・
四
制
の
新
学
制
が
発
足
し
た
。
つ
ま
り
新
制

中
等
学
校
・
高
等
学
校
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
生
徒
自
治
会
は
、
生
徒

会
と
改
称
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
川
崎
市
内
の
新
制
中
学
で
は
生
徒
自
治
会
発

足
当
時
、
学
校
に
よ
っ
て
は
民
主
的
な
生
活
が
教
師
自
身
の
も
の
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
り
、
家
庭
や
地
域
の
実
態
か
ら
学
校
教
育
が
遊
離
し
た
り
、
生
徒
の

自
主
的
な
活
動
と
放
任
が
混
同
さ
れ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
九

五
一
（
昭
和
二
六
）
年
に
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
の
中
に
生
徒
会
活
動
を
特

別
教
育
活
動
に
位
置
づ
け
た
が
、
「
自
治
会
と
い
う
と
き
学
校
長
の
権
限
か
ら

離
れ
て
、
独
自
の
権
限
が
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、

こ
の
こ
と
ば
は
さ
け
る
ほ
う
が
よ
い
」
「
生
徒
会
は
一
般
的
に
い
う
と
、
学
校

長
か
ら
、
学
校
を
よ
く
す
る
事
柄
の
う
ち
で
、
生
徒
に
任
せ
与
え
ら
れ
た
責
任

お
よ
び
、
権
利
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
生
徒
の
で
き
る
種
々
な
事
柄
を
処
理
す

る
機
関
」
と
指
摘
し
、
生
徒
の
自
治
の
範
囲
を
限
定
し
、
社
会
的
公
民
的
訓
練

を
主
眼
と
す
る
特
別
教
育
活
動
の
中
に
生
徒
会
を
位
置
づ
け
て
い
っ
た
。 

 

本
稿
で
紹
介
し
た
県
立
高
校
に
お
い
て
も
そ
の
後
い
く
つ
か
の
学
校
が
学
園
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紛
争
を
体
験
し
、
生
徒
会
組
織
は
消
滅
し
、
代
わ
っ
て
実
行
委
員
会
制
度
と
な

り
、
制
服
な
ど
も
自
由
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

お
わ
り
に 

 

今
回
の
報
告
は
終
戦
直
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
教
育
改
革
に
よ
り
生
徒
自
治
会
が
誕

生
す
る
に
い
た
り
、
各
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
、
各
学
校
に
残

る
周
年
誌
を
中
心
と
し
な
が
ら
比
較
し
て
み
た
が
、
調
査
範
囲
が
公
立
高
校
に

限
り
、
私
立
高
校
に
つ
い
て
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
高
等
女
学
校
の

約
一
年
前
に
中
学
校
の
自
治
会
が
誕
生
し
、
翌
年
高
等
女
学
校
を
含
め
た
連
合

自
治
会
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
で
開
催
さ
れ
た
が
、
生
徒
自
治
会
発
足
に
対
す
る
対
応

は
各
学
校
で
微
妙
に
違
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。 

 

川
崎
高
校
に
残
さ
れ
て
い
る
学
校
新
聞
の
創
刊
号
を
み
る
と
、
今
と
は
違
う
、

当
時
の
生
徒
の
生
徒
会
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

生
徒
会
が
誕
生
し
て 

年
、
今
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
… 
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